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亜
欧
堂
田
善
製
作
の
銅
版
画
と
『全
世
界
新
地
図
帖
』
阿
蘭
陀
版
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊
の
『
世
界
新
地
図
帖
』
田
善
が
原
画
を
得
た
表
記
の
地
図
帳
に
は
、
そ
の
刊
行
年
は
何
処
に
も
見
出
せ
な
い
。
そ
の
地
図
帳
の
第
一
冊
の
見
返
し
に
は
「
万
国
輿
地
図
」
、
第
二
冊
に
は
「
万
国
地
図
」
と
墨
書
し
た
貼
紙
が
あ
り
、
「
静
岡
学
校
」
の
矩
形
印
が
第
一
冊
の
最
終
に
あ
る
地
図
の
裏
に
押
し
て
あ
る
。
ま
た
地
図
帖
の
各
地
図
の
諸
所
に
金
、
銀
の
短
冊
状
に
切
っ
た
小
さ
な
紙
に
、
漢
字
や
片
仮
名
を
墨
書
し
て
貼
り
込
ん
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
ら
の
小
紙
片
表
面
は
黒
変
し
て
、
文
字
は
判
読
し
に
く
く
な
っ
た
も
の
が
多
い
。
そ
の
小
紙
片
上
に
地
名
等
を
和
訳
し
て
貼
っ
た
の
は
、
寛
政
二
年
(
一
七
九
O
〉
戊
九
月
『
阿
蘭
陀
全
世
界
地
図
書
訳
』
上
中
下
三
巻
の
訳
稿
を
完
成
し
た
長
崎
通
詞
本
木
仁
太
夫
良
栄
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
訳
文
中
に
「
今
此
図
上
に
小
金
紙
ヲ
以
テ
左
右
-
一
字
ヲ
記
ス
ル
符
号
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
『
阿
蘭
陀
全
世
界
地
図
書
訳
』
(
松
平
定
晴
氏
旧
蔵
、
と
葵
文
庫
所
蔵
の
『
世
界
地
図
帖
』
の
内
天
理
図
書
館
蔵
)
容
の
始
め
の
一
部
分
の
比
較
対
照
は
「
葵
」
十
八
号
(
昭
和
五
九
年
二
月
〉
に
山
本
正
亜
欧
堂
田
善
製
作
の
銅
版
画
と
阿
蘭
陀
版
『
全
世
界
新
地
図
帖
』
の
銅
版
画
(
下
〉
の
銅
版
画
(下
〉
声量手
目
野
陽
氏
に
よ
っ
て
為
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
刊
年
不
明
の
原
本
の
地
図
帖
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
縦
万
セ
ン
チ
、
横
山
セ
ン
チ
、
厚
さ
が
7
セ
ン
チ
も
あ
る
こ
の
地
図
帖
t主
一
冊
で
も
か
な
り
重
い
大
き
な
本
で
あ
る
。
茶
色
の
厚
い
草
表
紙
に
は
表
裏
と
も
天
球
を
担
う
ア
ト
ラ
ス
が
描
か
れ
、
そ
の
周
囲
に
装
飾
文
様
と
二
重
に
か
こ
ん
だ
矩
形
の
輪
廓
が
箔
押
し
さ
れ
た
豪
華
な
装
隙
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
を
多
少
の
検
討
を
加
え
な
が
ら
紹
介
し
た
い
。
第
一
冊
は
銅
版
画
の
扉
画
で
始
ま
る
が
、
そ
れ
に
は
ア
ト
ラ
ス
や
四
頭
の
馬
の
曳
く
二
輪
馬
車
に
の
る
太
陽
神
へ
リ
オ
ス
が
上
方
に
描
か
れ
、
山
上
に
は
水
の
流
れ
出
る
査
に
寄
り
か
ふ
っ
た
老
人
や
、
城
壁
冠
や
果
実
を
盛
っ
た
冠
を
戴
く
寓
意
的
な
婦
人
や
黒
人
な
ど
十
数
人
の
像
や
動
物
等
が
描
か
れ
、
kr吋
円
、
〉
ω
z。
〈
己
ω
と
中
央
よ
り
少
し
下
の
台
に
ラ
テ
ン
語
、
下
辺
に
〉
叶
円
、
〉
ω
Z
O
C〈
開
K
H
C
。。5
0ロ
自
民
吋
o
E
g
5
3
1
5
E
冨。
Z
U
切
除
。
・
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
て
あ
る
。
さ
ら
に
下
の
欄
外
に円同
σ
出。
o
m
rゅの・
H
N
・
2
一『d
z
E
J『・
向
。
巳
同
と
諸
肌
め
、
こ
の
扉
画
の
原
画
作
者
、
彫
版
者
を
示
す
も
の
だ
と
思
う
が
、
詳
細
は
判
ら
な
い
。
43 
七
美
研
号
究
第
。
術
『ニュウエアトラス』
表紙
静岡県立中央図書館蔵
挿図 1タイトルページ同右挿図 2
次
は
オ
ラ
ン
ダ
文
の
タ
イ
ト
ル
ペ
I
ジ
で
あ
る
。
本
木
「世
界良
ノ 牙く
四の
方訳
ヲの
分2は
別;じ
タ チ め
ノレ Uこ
新
地
図
ナ
リ
」
と
あ
る
が
、
y c 
の
後
の
訳
と
出
版
者
の
読
み
方
が
今
日
と
は
異
る
。
下
辺
の
二
行
の
上
に
彫
刻
銅
版
画
の
カ
ッ
ト
が
あ
る
。
最
下
段
の
印
刷
出
版
者
二
人
の
頭
文
字
を
組
合
わ
せ
た
紋
章
ふ
う
の
も
の
を
囲
む
天
使
の
群
を
彫
カ
ー
ル
回
2
ロ
ω
丘一
E
S
E-
は
一
六
七
三
年
の
パ
リ
生
れ
、
つ
で
あ
る
が
、
下
に
回
・
HV-2-
〈
E
Z
R
c
-
M
V
H吋
ω
C
と
読
め
る
。
一
七
三
三
年
ア
ム
ス
テ
ル
ベ
ル
ナ
l
ル
・
ピ
ダ
ム
で
死
ん
だ
彫
刻
銅
版
画
師
、
木
版
画
師
、
細
密
画
師
で
も
あ
り
、
十
八
世
紀
の
仕
事
を
し
た
。
彼
は
本
の
仕
事
に
関
係
し
た
が
、
初
め
の
三
分
の
一
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
派
の
影
響
を
受
け
た
オ
ラ
ン
ダ
彫
版
家
と
し
て
シ
ョ
メ
i
ル
百
科
辞
典
一
七
四
は
第
二
冊
目
の
タ
イ
ト
ル
ベ
l
ジ
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
年
版
に
も
挿
画
銅
版
画
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
ピ
カ
!
ル
の
同
じ
銅
版
画
の
カ
ッ
ト
次
の
。へ
l
ジ
に
は
茶
色
が
か
っ
た
ベ
ン
の
字
で
、
に
内
容
の
表
題
が
書
い
て
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
を
主
に
し
て
二
列
明
文
字
は
フ
ラ
ン
ス
語
、
ラ
テ
ン
語
な
ど
で
印
刷
さ
れ
、
こ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊
の
地
図
帖
の
各
図
の
説
オ
ラ
ン
ダ
語
は
僅
か
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
。
印
刷
文
字
で
は
な
く
、
ベ
ン
字
で
書
い
た
目
次
は
長
崎
の
蘭
館
j¥、
そ
れ
は
リ
l
デ
ィ
ン
ガ
!
の
「
諸
国
乗
馬
図
帳
」
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
日
本
人
の
た
め
に
書
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
の
各
図
の
下
に
、
独
仏
の
二
カ
国
44 
語
あ
る
い
は
独
仏
ラ
テ
ン
語
の
三
種
類
の
言
葉
で
馬
の
出
身
地
の
刻
字
が
あ
り
、
そ
の
下
に
同
様
の
こ
と
を
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ベ
ン
字
で
書
い
て
あ
る
の
は
、
日
本
人
の
た
め
に
蘭
館
の
オ
ラ
ン
ダ
人
、
が
書
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
と
似
て
い
る
か
ら
で
あ
以
上
の
扉
画
タ
イ
ト
ル
、
文
字
タ
イ
ト
ル
、
る
。
も
っ
と
も
そ
の
目
次
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
表
題
も
多
少
残
っ
て
い
る
。
C 
オ
ラ
ン
ダ
語
の
目
次
を
A
、
B 
そ
の
次
か
ら
彫
刻
銅
版
画
の
地
図
等
が
入
っ
て
い
る
が
、
始
め
の
五
枚
は
南
ル」
1
レ
、
北
の
両
天
球
図
、
東
西
両
半
球
図
に
よ
る
地
球
全
図
、
北
半
球
図
、
南
半
球
図
、
距
離
図
表
で
、
係
、
黒
海
周
辺
関
係
、
ロ
シ
ア
関
係
、
東
欧
、
六
枚
目
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
図
に
な
る
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
関
係
、
北
欧
関
vo
イ
a
ツ、
オ
ラ
ン
ダ
関
係
な
ど
の
各
地
の
地
図
で
第
一
冊
は
終
る
。
『ニュウエ・アトラス』第 1冊にある天球図
田
中
道
口
の
原
画
と
し
て
結
び
つ
く
直
接
的
図
像
は
全
部
こ
の
巻
に
あ
る
。第
二
冊
は
A
が
文
字
タ
イ
ト
ル、
B
が
オ
ラ
ン
ダ
文
目
次
で
次
か
ら
地
図
が
始
ま
る
。
ス
。
"' 
イ
ン
、
フ
一
フ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
こ
の
巻
の
半
挿図 3
分
組
ま
で
を
占
め
る
。
ヨ
1
t
ロ
ッ
パ
以
外
の
大
陸
、
ア
ジ
ア
は
必
図
か
ら
ω図
ま
で
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
関
係
は
臼
図
か
ら
侃
図
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
は
南
北
ア
メ
リ
カ
が
ω図
一
枚
、
北
ア
メ
リ
カ
は
刊
か
ら
幻
図
ま
で
の
十
三
枚
、
南
ア
メ
リ
カ
は
お
か
ら
釘
図
ま
で
の
五
枚
で
あ
る
。
最
後
の
一
枚
は
地
図
で
は
な
く
、
戦
争
用
機
械
の
図
表
、
本
木
訳
で
は
「
町
開
術
器
械
城
郭
火
術
弁
軍
器
等
ノ
図
」
の
銅
版
図
が
地
図
よ
り
は
多
少
大
き
な
紙
に
刷
つ
で
あ
る
。
以
上
が
大
冊
二
巻
の
地
図
帳
の
内
容
で
あ
る
。
刊
年
の
表
記
の
な
い
こ
の
地
図
帖
の
製
作
年
は
地
図
そ
れ
ぞ
れ
の
製
作
時
期
や
地
図
製
作
者
、
出
版
者
等
の
活
動
年
代
な
ど
か
ら
も
あ
る
程
度
つ
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
地
図
帖
の
中
で
年
代
の
記
録
の
あ
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
冊
B
ー
一
七
三
O
、
6
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
l
一
七
三
3
半
球
図
ー
一
七
四
O
、
九
、
お
ド
ニ
エ
プ
ル
、
幻
ポ
l
ラ
γ
ド
|
一
七
八
一
、
55 
シ
ド
ナ
ウ
l
一
七
三
八
、
レ
ジ
ア
|
一
七
四
一
、
日
低
ル
サ
テ
ィ
ア
|
一
七
五
九
、
町
高
ル
サ
テ
ィ
ア
!
一
七
五
九
、
印
パ
パ
リ
ア
|
一
七
四
五
、
約
ナ
ミ
ュ
l
ル
l
一
七
O
四、
の
十
か
所
。
第
二
冊
必
ア
ジ
プ
ロ
シ
ア
l
一
七
四
八
、
ω
ア
メ
リ
カ
i
A
ー
一
七
一
一
一
O
、
七
七
四
、
河
北
ア
メ
リ
カ
|
一
七
六
七
、
ね
ア
メ
リ
カ
九
カ
ナ
ダ
i
(
一
七
O
三〉、
合
衆
国
ー
一
七
八
三
、
江
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
l
一
七
八
O
、
πパ
l
ジ
ニ
ア
l
一
七
五
本
木
訳
は
北
亜
墨
利
加
安
的
児
列
島
ノ
内
ヱ
ウ
ス
タ
テ
ユ
ス
ト
名
ル
小
島
大
図
八
、
回
セ
ン
ト
・
エ
ウ
ス
タ
テ
イ
ユ
ス
|
一
七
七
五
、
お
南
ア
メ
リ
カ
l
一
七
五
七
、
以
上
十
か
所
。
年
号
の
下
限
一
七
八
三
年
は
イ
ギ
リ
ス
が
合
衆
国
の
独
立
承
認
の
予
備
条
約
を
パ
リ
で
結
ん
だ
年
、
上
限
は
一
七
O
三
年
、
つ
ま
り
十
八
世
紀
の
初
期
か
ら
八
三
年
ま
で
の
八
0
年
間
に
わ
た
る
期
間
に
製
作
さ
れ
た
地
図
を
集
め
た
地
図
帖
で
あ
る
。
そ
の
地
図
帖
の
製
作
期
聞
が
長
期
に
わ
た
っ
た
の
は
、
そ
れ
を
刊
行
し
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
コ
フ
ェ
ン
ス
と
コ
ル
ネ
イ
レ
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
商
会
の
成
立
ち
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
彼
等
が
コ
フ
ェ
ン
ス
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
の
商
号
で
地
図
の
亜
欧
堂
田
善
製
作
の
銅
版
画
と
阿
蘭
陀
版
『
全
世
界
新
地
図
帖
』
の
銅
版
画
(
下
〉
印
刷
出
版
業
を
営
み
始
め
た
の
は
一
七
三
O
年
頃
か
ら
と
も
、
一
七
一
二
年
か
ら
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
彼
等
は
ピ
l
テ
ル
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
か
ら
業
務
を
引
継
、
ぎ
請
負
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
ピ
l
テ
ル
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
は
オ
ラ
ン
ダ
の
地
図
業
界
で
活
躍
し
た
の
は
一
六
八
五
年
か
ら
一
七
一
九
年
頃
の
間
と
さ
れ
る
。
息
子
、
孫
に
も
同
じ
名
前
を
つ
け
た
。
そ
れ
と
は
別
に
ダ
ヴ
ッ
ド
と
い
う
息
子
も
い
た
が
、
彼
は
ロ
ン
ド
ン
で
イ
ギ
リ
ス
の
地
図
帖
五
巻
を
一
七
一
五
年
か
ら
二
八
年
ま
で
に
出
版
し
て
い
る
。
コ
ル
、
不
J
』
レ
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
と
ピ
l
テ
ル
と
が
ど
ん
な
親
戚
関
係
に
あ
っ
た
の
か
た
だ
同
姓
で
あ
っ
た
の
か
は
明
か
で
な
い
。
モ
ル
テ
ィ
l
ル
商
会
は
次
の
世
紀
の
コ
フ
ェ
ン
ス
、
八
六
六
年
ま
で
業
務
を
続
け
た
。
「
ニ
ュ
ウ
エ
ア
ト
ラ
ス
」
に
は
コ
フ
ェ
ン
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
が
加
わ
っ
て
、
名
を
連
ね
た
地
図
が
二
、
三
あ
る
。
十
七
世
紀
後
半
の
オ
ラ
ン
ダ
の
地
図
業
界
で
は
、
地
図
の
よ
り
古
い
原
版
が
、
あ
る
印
刷
一
家
か
ら
他
の
印
刷
一
家
へ
移
動
し
た
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
ピ
l
テ
ル
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
は
彫
版
師
で
地
図
販
売
人
の
ピ
l
テ
ル
・
シ
ェ
ン
ク
司
目
。
件
。
同
ω。
r
g
r
H
g
?
ロ
H∞
¥
忌
か
ら
一
六
九
四
年
の
競
売
で
ヤ
ン
ソ
i
ン
γ
5
8
8
w
旬。ロ
]5∞
|
]
5白
A
F
の
原
版
を
手
に
入
れ
、
一
七
O
六
年
に
は
三
代
続
い
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
甲
包
g
r
p
当
日
同
の
死
後
、
そ
の
全
ス
ト
ッ
ク
を
譲
り
受
け
出
版
権
を
買
取
っ
て
い
た
。
そ
の
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
は
一
六
七
二
年
の
火
災
で
破
壊
し
た
ヨ
ア
ン
・
ブ
ラ
!
ウ
し『。
ω
ロ
切
]
h
w
o
ロ
H
印
沼
山
l
H白
U
1
ω
の
印
刷
所
か
ら
、
焼
け
残
っ
た
版
を
買
取
っ
て
い
た
。
ピ
l
テ
ル
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
は
十
七
世
紀
末
頃
、
以
上
の
ほ
か
フ
ラ
ン
ス
で
種
々
の
地
図
を
製
作
し
た
ニ
コ
ラ
・
ド
フ
コニ
z-gFω
【
H
m
w
m，
R
(HE∞ー口
N
C
〉
の
地
図
を
再
版
し
た
り
、
彼
の
地
図
の
あ
る
も
の
の
出
版
権
を
買
っ
て
、
n-o
tuw
争
j
し
た
が
っ
て
十
八
世
紀
の
十
年
代
の
ピ
l
テ
ル
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
の
原
版
の
45 
九
美
研
。
号
都?
究
第
ス
ト
ッ
ク
や
買
取
っ
た
地
図
の
出
版
権
は
莫
大
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
を
引
継
い
だ
ヨ
ハ
ネ
ス
・
コ
フ
ェ
ン
ス
と
コ
ル
ネ
イ
レ
・
モ
ル
テ
ィ
I
ル
商
会
は
十
八
世
紀
前
半
の
オ
ラ
ン
ダ
地
図
業
界
で
は
数
少
な
い
有
力
な
商
会
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
当
時
の
風
潮
は
大
規
模
な
世
界
各
地
の
地
図
を
多
数
の
版
に
彫
り
、
大
部
の
地
図
帳
に
仕
立
て
る
の
が
特
徴
だ
っ
た
。
コ
フ
ェ
ン
ス
・
モ
ル
テ
イ
l
ル
商
会
も
い
く
つ
か
の
地
図
帖
を
出
版
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
フ
ラ
ン
ス
地
理
学
派
の
創
立
者
と
い
わ
れ
る
ニ
コ
ラ
・
サ
ン
ソ
ン
Z
付
o-sωgω
。ロ
5
0
?ミ
や
ド
ウ
・
リ
ー
ル
の
己
口
白
日
σ
ロo
F
u
F
F
H由
、
吋
印
|
〕
戸
、
吋
N
∞
の
地
図
に
拠
っ
て
い
た
。
ピ
!
テ
ル
モ
ル
テ
ィ
l
ル
の
時
代
か
ら
一
六
五
八
年
サ
ン
ソ
ン
の
第
二
回
目
の
地
図
帖
を
出
版
し
、
ド
ウ
・
リ
l
ル
の
ア
ト
ラ
l
ス
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
最
初
の
も
の
は
ア
ム
久
テ
ル
ダ
ム
の
コ
フ
ェ
ン
ス
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
商
会
か
ら
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
一
七
一
年
か
ら
六
O
年
に
か
け
て
の
聞
に
も
同
商
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
生
産
高
こ
そ
大
量
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
頃
ま
で
に
は
、
か
つ
て
貿
易
や
船
海
に
貢
献
し
た
海
図
を
作
り
、
繰
り
返
し
複
製
さ
れ
た
ブ
ラ
l
ウ
の
地
図
帖
を
産
み
出
し
、
十
七
世
紀
を
通
じ
て
市
場
を
左
右
し
た
偉
大
な
オ
ラ
ン
ダ
の
地
図
製
作
は
衰
退
の
道
を
た
ど
っ
て
い
た
。
よ
り
後
期
の
オ
ラ
ン
ダ
の
地
図
出
版
業
者
た
ち
の
作
品
は
剰
窃
と
模
倣
ば
か
り
だ
っ
た
。
地
図
製
作
の
主
導
権
は
フ
ラ
ン
ス
に
移
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
理
論
と
科
学
が
十
八
世
紀
を
支
配
し
た
。
し
か
し
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
版
彫
り
の
伝
統
は
な
お
生
き
続
け
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
図
製
作
者
た
ち
は
そ
こ
で
地
図
の
原
版
を
彫
ら
せ
て
い
た
。
葵
文
庫
の
二
冊
本
の
『
ニ
ュ
ウ
エ
・
ア
ト
ラ
ス
』
の
第
二
冊
の
カ
ナ
ダ
の
地
図
』ま
ス
ケ
ル
ト
ン
の
『
装
飾
印
刷
地
図
』
司
江
口
同
mx凶
H
N
・〉・
∞}円。
-
S
F
=
ロ2
0
2
t
s
Y
向
防
司
ω
w
w
w
H
g
?
F
O
E
S
図
版
乃
に
同
じ
図
版
が
載
っ
て
お
り
同
書
六
九
ペ
ー
ジ
の
挿
画
の
注
で
ド
ウ
・
リ
l
ル
の
一
七
O
三
年
作
の
地
図
で
あ
る
こ
と
や
、
コ
フ
エ
ン
。
ス
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
が
こ
の
原
版
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
や
日
付
が
削
除
さ
れ
て
い
46 
こ
の
地
図
が
種
々
の
ア
ト
ラ
l
ス
・
ヌ
l
ボ
ウ
の
版
に
い
れ
ら
れ
た
こ
と
る
こ
と
、
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
奥
書
を
囲
む
装
飾
枠
の
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
注
と
同
書
の
他
の
個
所
で
も
ふ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
配
が
王
の
紋
章
と
僧
侶
と
弁
護
士
と
の
姿
で
象
徴
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
葵
文
庫
の
二
冊
本
の
各
地
図
の
年
記
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
す
で
に
記
述
し
た
カ1
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
地
理
学
者
た
ち
製
作
の
地
図
が
右
の
カ
ナ
ダ
の
他
に
も
あ
る
し
オ
ラ
ン
ダ
の
地
図
業
者
の
名
前
の
入
っ
た
地
図
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て
み
る
。
第
一
冊
フ
ラ
ン
ス
学
派
二
O
図
図
ジ
ア
イ
ヨ
オ
ド
ウ
・
リ
l
ル
オ
ラ
ン
ダ
の
十
七
世
紀
の
同
業
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
二
九
図
第
二
冊
フ
ラ
ン
ス
学
派
ド
ウ
・
六
図
サ
ン
ソ
ン
ジ
ア
イ
ヨ
オ
図
リ
ー
ル
三
三
図
オ
ラ
ン
ダ
の
十
七
世
紀
の
同
業
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
一
二
図
同
オ
ッ
テ
ン
ス
二
図
余
人
の
名
を
挙
げ
ず
、
コ
フ
ェ
ン
ス
・
モ
ル
テ
ィ
!
ル
の
名
だ
け
を
挙
げ
て
あ
る
の
は
第
一
冊
で
は
九
図
、
第
二
冊
で
は
十
三
図
あ
る
。
地
理
学
者
向
。
o
m
g
z
g
を
名
乗
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
作
者
2
8
5、
印
刷
所
。
自
己
g
等
種
々
な
名
称
を
自
ら
に
冠
し
て
い
る
。
ス
ケ
ル
ト
ン
は
彼
等
両
者
の
商
会
を
地
図
販
売
人
に
分
類
し
て
扱
っ
て
い
る
。
な
お
そ
の
地
図
帳
に
は
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
名
前
が
三
人
で
て
く
る
が
、
最
初
が
前
述
の
よ
う
に
ニ
コ
ラ
・
サ
ン
ソ
ン
で
あ
る
。
サ
ン
ソ
ン
の
死
後
も
そ
の
家
族
息
子、
孫、
そ
の
事
業
は
や
が
て
ジ
ャ
義
理
の
息
子
〉
ら
が
地
図
製
作
に
従
事
し
た
が
、
イ
ヨ
オ
E
Z
o
?
と
2
2
出
口
Z
Z
H
g
Nー
ロ
ロ
が
引
き
継
ぐ
。
ジ
ャ
イ
ヨ
オ
一
族
は
一
七
八
O
年
ま
で
事
業
を
続
け
た
。
し
か
し
十
八
世
紀
の
始
め
に
最
も
傑
出
し
た
地
理
学
者
は
ギ
イ
ヨ
l
ム
・
ド
ウ
・
リ
ー
ル
の
巳
ロ
2
目
。
ロ
o
F
u
r
-
o
H
ミ
ωー
ロ
混
と
い
わ
れ
る
。
彼
は
歴
史
家
で
地
理
学
者
の
父
ク
ロ
ー
ド
Q
S
F
H
E仏ーロ
N
C
か
ら
教
育
を
受
け
た
が
、
双
子
の
弟
が
い
た
。
二
人
と
も
同
じ
年
に
死
ん
で
い
る
民
∞
∞
ー
ロ
∞
∞
。
そ
の
一
人
ω
5
8
0
2
P
は
歴
史
家
に
な
り
、
他
の
一
人
同
。
ω
G
r
Z
8
5
は
セ
ン
ト
・
ベ
テ
ル
ス
プ
ル
グ
で
王
室
天
文
観
測
所
を
預
か
る
ほ
ど
の
傑
れ
た
天
文
学
者
で
あ
っ
R
-
ゃ、‘、
ふ
れ
カ
一
七
四
五
年
に
二
O
枚
か
ら
成
る
ロ
シ
ア
の
地
図
帖
を
出
し
て
い
る
。
ド
ウ
-
リ
l
ル
の
最
初
の
地
図
帖
の
時
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
コ
フ
ェ
ン
ス
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
商
会
は
ほ
と
ん
ど
半
世
紀
の
問
、
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
葵
文
庫
の
二
冊
本
に
は
全
部
で
五
三
枚
の
ド
ウ
・
リ
ー
ル
の
地
図
が
入
っ
て
い
る
。
四
一
図
が
入
っ
て
い
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
の
こ
と
は
コ
フ
エ
ン
ス
・
モ
ル
テ
イ
i
ル
商
会
の
元
と
も
い
え
る
十
七
世
紀
の
地
図
業
者
で
あ
り
、
前
述
も
し
た
が
、
初
代
か
ら
孫
ま
で
全
部
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
を
名
乗
っ
た
た
め
ま
ぎ
ら
わ
し
い
。
初
代
(
一
六
一
六
ー
一
六
九
八
)
一
六
四
八
年
印
刷
工
場
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
を
設
立
し
た
地
図
出
版
業
者
だ
っ
た
、
一
六
九
八
年
息
子
が
継
ぎ
、
孫
も
事
業
所
に
入
っ
た
。
一
六
七
O
年
頃
か
ら
世
界
地
図
帖
を
い
ろ
い
ろ
な
名
称
を
使
っ
て
出
版
し
た
。
そ
の
他
に
海
図
を
一
六
七
五
年
、
ベ
ル
ギ
ー
の
地
図
帖
を
一
六
八
O
年
に
出
し
た。
一
七
O
六
年
に
編
集
さ
れ
た
総
目
録
に
よ
れ
ば
初
代
は
一
二
四
枚
の
地
図
、
七
枚
の
海
図
、
そ
の
他
多
数
の
壁
面
用
地
図
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
一
七
O
六
年
ピ
l
テ
ル
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
商
会
が
引
継
ぎ
、
後
に
コ
フ
ェ
ン
ス
・
モ
ル
テ
ィ
!
ル
商
会
が
さ
ら
に
引
き
継
い
だ
。
「
ニ
ュ
ウ
エ
・
ア
ト
ラ
ス
」
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
明
か
に
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
の
名
を
出
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
名
前
の
個
所
を
削
り
取
っ
亜
欧
堂
田
善
製
作
の
銅
版
画
と
阿
蘭
陀
版
『
全
世
界
新
地
図
帖
』
の
銅
版
画
(
下
〉
て
ヨ
ハ
ネ
ス
・
コ
フ
ェ
ン
ス
と
コ
ル
ネ
イ
レ
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
の
名
を
入
れ
代
え
た
も
の
〈
第
一
冊
の
南
北
両
天
球
図
挿
図
3
〉
も
あ
る
。
第
二
冊
に
オ
ッ
テ
ン
ス
。
2
0
5
が
二
枚
あ
る
が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
地
図
製
作
者
の
一
族
。
ヨ
ア
キ
ム
ト
『
山
岳
山
田
は
一
七
一
年
ま
で
デ
-
ウ
イ
ッ
ト
の
た
め
働
い
た
。
彼
の
死
後
、
未
亡
人
は
二
人
の
息
子
レ
イ
ネ
ル
同
巳
ロ
2
と
ヨ
シ
ュ
ア
同
2
5
た
ち
と
引
継
い
だ
。
後
に
は
そ
の
商
会
は
二
人
の
兄
弟
の
名
前
で
続
け
ら
れ
た
。
お
の
日
本
の
地
図
は
H
N
・
除
H
・
9
z
g
ω山
は
H
N
巴
H
H
2
0
2
8♂
ロ
訟
と
あ
る
。
で
あ
り
、
こ
の
大
冊
の
地
図
帖
を
閲
覧
利
用
し
た
こ
と
の
明
か
な
も
の
に
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
近
藤
守
重
著
『
辺
要
分
界
図
考
』
(
文
化
元
年
一
八
O
四
)
(
『
近
藤
正
斎
全
集
』
第
一
巻
所
収
〉
と
山
田
聯
編
『
北
奇
図
説
集
覧
』
(
文
化
八
年
一
八
一
一
〉
(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
)
の
二
本
に
そ
れ
ぞ
れ
引
用
さ
れ
て
い
る
。
前
者
で
は
引
用
書
目
に
は
挙
げ
て
な
い
が
、
巻
之
図
目
の
第
一
、
第
二
に
「
蛮
人
モ
ル
チ
イ
ル
所
編
図
」
と
し
て
原
書
の
地
図
を
模
写
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
第
一
ノ
図
ハ
蛮
人
モ
ル
チ
l
ル
ナ
ル
モ
ノ
ノ
所
輯
ノ
輿
地
蛮
図
中
ノ
抜
翠
ナ
リ
制
臨
時
p
r
」
と
あ
る
o
「
此
蛮
書
一
諸
侯
所
蔵
」
と
書
い
て
い
る
所
は
『
荷
蘭
馬
具
図
』
(
内
閣
文
庫
蔵
〉
を
模
写
し
た
時
の
守
重
の
説
明
に
や
は
り
「
一
諸
侯
所
蔵
の
蘭
版
西
洋
諸
国
馬
図
を
見
る
」
と
あ
る
の
と
同
様
だ
し
、
両
霊
園
と
も
田
善
が
自
由
に
模
写
模
刻
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
一
諸
侯
は
松
平
定
信
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
得
る
。
し
か
し
守
重
が
実
際
借
覧
し
た
の
は
何
処
か
ら
で
あ
っ
た
か
は
明
確
に
は
判
ら
な
い
が
、
も
し
か
す
る
と
谷
文
晃
か
ら
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
守
重
の
文
目
兆
宛
の
書
簡
か
ら
考
え
ら
れ
る
(
そ
の
書
簡
は
森
鉄
三
著
作
集
第
三
巻
「
谷
文
晃
伝
の
研
究
」
三
O
六
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
)
。
そ
の
書
簡
で
守
重
は
「
モ
ル
チ
イ
ル
所
著
万
47 
美
一
一
一一。
号
研
究
第
術
国
地
図
」
の
借
覧
を
文
日
兆
に
懇
願
し
て
い
る
が
、
そ
の
脚
註
に
「
通
詞
共
金
紙
ヲ
張
リ
国
名
ヲ
記
し
候
事
之
由
」
と
あ
る
こ
と
で
、
始
め
に
述
べ
た
そ
の
地
図
帖
の
状
態
と
合
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
に
「
所
々
に
而
承
候
所
、
官
へ
は
不
出
、
貴
家
に
御
珍
蔵
之
由
、
怯
に
承
り
・
申
候
」
と
あ
り
、
同
地
図
帳
が
定
信
か
ら
文
晃
の
所
ヘ
移
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
o
し
か
も
「
千
古
未
発
之
辺
塞
地
理
図
説
急
度
出
来
可
申
候
故
、
く
れ
ぐ
れ
も
是
非
々
々
奉
懇
祈
候
」
の
文
面
は
、
守
重
が
『
辺
要
分
界
図
考
』
の
執
筆
達
成
に
苦
心
し
て
い
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
考
で
き
る
。
同
書
簡
を
紹
介
さ
れ
た
森
氏
は
近
藤
正
斎
の
借
覧
申
出
が
、
熱
心
す
ぎ
て
執
搬
を
感
ぜ
し
む
る
、
と
評
さ
れ
た
が
、
寛
政
年
間
の
後
半
か
ら
北
辺
に
強
い
関
心
を
持
ち
続
け
、
『
辺
要
分
界
図
考
』
巻
之
一
の
図
目
の
最
初
に
二
図
を
模
写
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
守
重
の
執
着
の
ほ
ど
が
推
し
量
ら
れ
る
。
同
書
の
序
の
年
月
は
文
化
元
年
甲
子
十
二
月
二
十
三
日
と
あ
る
の
で
、
右
の
書
簡
の
十
一
月
七
日
は
文
化
元
年
か
、
ま
た
は
そ
の
前
年
享
和
三
年
あ
た
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
文
晃
の
と
こ
ろ
か
ら
静
岡
学
校
に
移
っ
た
経
路
は
不
明
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
将
軍
家
に
献
上
、
幕
府
か
ら
定
信
に
下
賜
(
永
田
由
緒
に
よ
る
〉
さ
れ
た
そ
の
地
図
帖
は
さ
ら
に
文
目
兆
の
所
ヘ
移
っ
て
い
た
と
す
る
と
前
号
二
十
四
ペ
ー
ジ
で
守
重
が
閲
覧
し
た
の
頃
は
幕
府
の
所
管
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
し
た
の
は
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
山
聯
田
が
閲
覧
し
た
時
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
は
判
ら
な
い
。
そ
し
て
同
書
巻
之
四
に
「
荷
蘭
全
世
界
地
図
書
訳
三
云
法
胃
液
倣
純
一
一
耕
一
械
が
か
矧
だ
旭
川
叫
ん
幻
翻
」
と
あ
っ
て
、
同
訳
書
の
下
第
北
方
半
円
図
の
二
丁
一
畏
か
ら
四
丁
表
の
一
行
目
ま
で
の
全
文
で
は
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
を
引
用
し
て
い
る
。
後
者
の
山
田
聯
に
は
「
蘭
人
モ
ル
チ
イ
ル
著
書
所
見
蝦
夷
地
図
今
又
有
別
図
不
収
載
。
壬
葵
」
と
あ
っ
て
東
は
カ
ム
シ
ャ
ツ
カ
、
南
は
蝦
夷
、
そ
し
て
日
本
の
東
北
地
方
の
一
部
を
入
れ
た
地
図
を
部
分
的
に
写
し
て
い
る
。
48 
田
善
は
文
化
六
年
六
月
に
「
新
鋳
総
界
全
図
」
と
「
日
本
辺
界
略
図
」
を
附
け
た
銅
版
地
図
二
枚
を
製
作
し
た
。
そ
れ
は
文
化
四
年
丁
卯
〈
一
八
O
七
〉
十
二
月
四
日
に
高
橋
景
保
が
「
林
大
学
頭
申
談
、
蛮
書
を
以
地
図
等
仕
立
可
申
旨
、
於
同
所
御
同
人
被
仰
渡
」
れ
た
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
の
試
作
で
あ
っ
た
。
当
時
、
景
保
た
ち
が
白
白
に
出
来
た
蛮
書
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
判
ら
な
い
が
、
田
善
の
製
作
し
た
「
新
鋳
総
界
全
図
」
の
東
西
両
半
球
図
で
表
わ
し
た
世
界
図
は
『
ニ
ュ
ウ
エ
・
ア
ト
ラ
ス
』
第
一
冊
の
2
に
あ
る
ド
ウ
・
リ
ー
ル
の
両
半
球
図
に
よ
る
世
界
地
図
を
参
考
に
し
た
と
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
北
ア
メ
リ
カ
の
地
形
の
点
か
ら
も
考
え
ら
れ
な
い
。
高
橋
景
保
は
、
重
蔵
の
カ
ラ
フ
ト
は
大
陸
か
ら
つ
き
出
た
一
半
島
で
あ
る
と
す
る
説
、
や
、
山
田
聯
の
「
北
喬
図
説
』
の
決
論
で
あ
る
「
蝦
夷
全
地
略
図
」
を
否
定
し
た
(
上
原
久
著
『
高
橋
景
保
の
研
究
』
昭
和
五
二
年
講
談
社
、
七
O
一
l
七
O
四
ペ
ー
ジ
〉
。
そ
の
両
人
が
引
用
参
照
し
た
所
謂
「
モ
ル
チ
イ
ル
の
地
図
」
の
不
確
か
さ
や
、
製
作
年
の
古
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
景
保
は
文
化
六
年
「
新
鋳
総
界
全
図
」
を
田
善
に
試
作
さ
せ
る
際
各
種
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
世
界
地
図
を
比
較
検
討
し
て
、
す
で
に
見
定
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ロ
l
ス
ミ
ス
の
世
界
図
を
基
本
図
と
し
、
東
西
の
資
料
を
蒐
集
し
て
田
善
に
製
版
さ
せ
た
「
新
訂
万
国
全
図
」
こ
は
同
地
図
帖
を
参
照
し
た
こ
と
を
示
す
記
録
は
見
当
ら
な
い
。
お
わ
り
に
今
回
の
田
善
の
模
刻
銅
版
画
を
発
見
で
き
た
の
は
、
司
馬
江
漢
の
銅
版
「
地
球
全
図
」
の
原
図
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
「
地
球
全
図
」
の
原
図
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
鮎
沢
信
太
郎
著
『
鎖
国
時
代
の
世
界
地
理
学
』
(
昭
和
十
六
年
〉
に
そ
れ
が
宮
城
県
立
図
書
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
図
版
を
付
け
て
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
地
図
の
上
辺
の
枠
内
に
三
行
ほ
ど
あ
る
フ
ラ
ン
ス
文
は
黒
田
源
次
著
『
司
馬
江
漢
』
(
二
二
八
ペ
ー
ジ
〉
に
も
載
っ
て
い
る
が
、
原
地
図
の
磨
粍
な
ど
も
あ
っ
て
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
原
地
図
を
確
認
し
た
い
と
思
い
、
同
図
書
館
に
問
合
せ
た
と
こ
ろ
、
戦
災
で
焼
失
し
た
も
の
が
多
く
、
当
時
の
記
録
も
残
っ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
旨
の
返
事
を
受
取
っ
た
。
そ
こ
で
江
戸
見
在
蘭
書
目
録
を
見
直
し
た
と
こ
ろ
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
の
「
江
戸
幕
府
所
蔵
蘭
書
目
録
」
中
に
同・
(
U
0
5
ロω
の
見
出
し
で
z
-
2当
σ
k
c
-
S
w
・-w
円目。
O
H
H・の
0
2
5
8
の・
γ
向。円巴
σ円
、
が
出
て
い
た
。
江
漢
の
原
図
は
V
5
8
に
よ
る
世
界
両
半
球
図
で
や
は
り
の
。
5
5
8
γ
向
。
円
巴
日
刊
行
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
の
で
、
同
目
録
の
世
界
地
図
を
確
め
た
い
と
コ
一
月
中
旬
、
静
岡
に
出
向
き
、
そ
こ
で
そ
の
地
図
帖
の
第
一
冊
を
閲
覧
し
始
め
る
と
、
次
々
と
田
善
の
原
画
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
図
を
見
出
し
得
た
。
先
に
江
漢
が
寛
政
八
年
(
一
七
九
六
)
銅
版
に
し
た
「
天
球
図
」
の
原
図
は
、
F 
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
の
彩
色
し
た
「
天
球
図
」
に
拠
っ
た
も
の
と
見
倣
し
て
報
告
し
た
(
拙
稿
「
江
漢
の
『
種
痘
伝
法
』
と
銅
版
「
天
球
図
」
に
つ
い
て
」
、
『
日
本
洋
学
史
の
研
究
V
』
昭
和
五
四
年
創
元
社
)
。
そ
れ
に
関
連
し
て
同
図
書
館
の
堀
尾
弘
和
氏
か
ら
お
尋
ね
を
受
け
た
。
そ
れ
は
稿
者
の
報
告
し
た
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
の
「
天
球
図
」
と
同
館
所
蔵
の
『
ニ
ュ
ウ
エ
・
ア
ト
ラ
ス
』
第
一
冊
1
の
天
球
団
が
大
き
さ
、
内
容
が
甚
だ
し
く
似
て
い
る
が
、
六
等
星
の
区
別
を
示
し
た
下
の
刻
字
の
内
早
色
色
2
日
常
者
昨
の
F 
以
下
が
F
8
5目
。
。
認
ロ
ω
E
C
g
o
-
-
z
B
Z
2
t
2
と
あ
り
、
そ
う
し
た
修
正
が
銅
版
面
上
で
可
能
で
あ
ろ
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
F
・
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
の
原
版
は
ピ
l
テ
ル
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
を
経
て
、
コ
フ
ェ
ン
ス
、
ル
テ
ィ
l
ル
商
会
が
所
有
し
て
い
た
の
で
、
所
蔵
者
の
変
還
に
よ
っ
て
当
時
の
所
蔵
車
欧
堂
田
善
製
作
の
銅
版
画
と
阿
蘭
陀
版
『
全
世
界
新
地
図
帖
』
の
銅
版
画
(
下
〉
発
行
者
名
に
変
え
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
銅
版
技
法
上
か
ら
も
同
一
原
版
上
の
そ
う
し
た
削
除
訂
正
は
可
能
で
あ
る
。
江
漢
が
入
手
し
た
「
天
球
図
」
の
原
図
は
坂
口
茂
氏
所
蔵
の
よ
う
に
、
個
々
の
図
像
に
着
色
し
て
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
介
の
町
絵
師
で
あ
っ
た
江
漢
が
「
天
球
『
ニ
ュ
ウ
エ
・
ア
ト
ラ
ス
』
の
着
色
し
て
な
い
図
」
を
閲
覧
し
た
可
能
性
は
ま
ず
な
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
の
入
手
で
き
た
「
天
球
図
」
が
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
時
代
の
も
の
か
、
コ
フ
ェ
ン
ス
・
モ
ル
テ
ィ
l
ル
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
か
は
確
め
よ
う
も
な
い
。
こ
こ
で
云
え
る
の
は
同
の
原
版
が
そ
の
よ
う
に
変
還
し
た
こ
と
を
示
す
刷
り
が
、
「
天
球
図
」
だ
け
で
な
く
「
オ
l
フ
ェ
ル
・
エ
イ
セ
ル
」
の
実
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
並
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
ニ
ュ
ウ
エ
・
ア
ト
ラ
ス
』
に
つ
い
て
述
べ
る
た
め
に
は
十
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
地
図
製
作
の
状
況
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
文
献
の
不
足
を
補
う
た
め
石
山
洋
氏
に
御
力
添
え
を
頂
い
た
。
ま
た
図
版
撮
影
や
、
天
理
図
書
館
所
蔵
の
本
木
仁
太
夫
の
『
阿
関
陀
全
世
界
地
図
書
訳
』
全
巻
の
複
写
入
手
等
に
つ
い
て
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
に
は
便
宜
を
計
っ
て
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
細
か
い
註
記
は
さ
け
、
な
る
べ
く
本
文
に
書
き
入
れ
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
な
お
本
稿
の
た
め
参
照
し
た
文
献
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
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